




























































































































































































































































































































































































































































































































日 時 調査地 調査対象者
2006年3月19日 ソブノールソム 遊牧民の女性（30代）




日 時 調査地 調査対象者
2006年9月14日 ダライフブ鎮 ジャルガラントガチャー ソミヤー（66歳，女性）
2006年9月15日 ダライフブ鎮移民村 イシドルジ（78歳，男性）
2006年9月15日 ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー シネトヤー（51歳，女性）
2006年9月15日 ソブノールソム イベートガチャー セレグレン（42歳，女性）





































































Case 日 時 調査地 調査対象者
【case1】 9月4日午後 ダライフブ鎮 ジャルガラントガチャー ツァガーンフー（45歳，男性）
【case2】 9月4日午後 ソブノールソム イベートガチャー セレグレン（43歳，女性）
【case3】 9月5日午前 ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー ズダー（55歳，男性）
【case4】 9月5日午前 ダライフブ鎮 ウスルングイガチャー ツェツェグ（66歳，女性）














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































号 pp.3954 昭和女子大学近代文化研究所 2009年5月）を参照。
「移民」を強いられる牧畜民にとっては何よりも重要なことであるが，エズネー旗における「生態移
民」政策及び「退牧還草還林」政策の実施にあたり，この最も基本的な問題が充分検討されていな
かったことがこの聞き取り調査で浮き彫りになった。
その最大の問題点は，政府や行政が「移民」に伴う自然環境や住民 少数民族の生活文化などの
現状や実態を把握していないということである。漢族優位でスタートをきった「西部大開発」は，少
数民族の視点に立つことを怠るがゆえに，彼らの生活文化の基本及びその変容の実態をめないでい
る。政府側は内外の多くの研究者が行ってきた客観的学術研究の結果に目を向け，新たな視点を取り
入れて，これまでの環境移民政策の効果と失敗を顧み，自ら発動し，実行してきた政策により生じて
いる問題の実態を把握し，直視し，理解するべきであろう。現在の政策を続ければ，結果的にエズネ
ーオアシスの植生の破壊につながり，土地を疲弊させて生態保護に失敗することも考えられる。
「西部大開発」における生態保護の失敗は，つまり，経済開発の失敗を意味するものでもある。
生態保護の必要に迫られる今こそ，これまでの少数民族の資源利用の在り方に学び，互いの民族文
化を理解しあうことで生態保護の新たな方法を見出し，経済発展の持続性を考えるべきであろう。
参考文献
ハズルンド（1942）内藤岩雄訳『蒙古の旅』（上下巻）岩波書店
長澤和俊（1994）『新シルクロード百科』雄山閣出版
額済納旗誌編纂委員会（1998）『額済納旗誌』方志出版社
若松寛（1999）『北アジア史』同朋舎角川書店
児玉香菜子（2000）「現代都市モンゴル族の文化変容と社会経済的動態中国内モンゴルにおけるある都市民モ
ンゴル家族の暮らしから」『沙漠研究』104，pp.287300
児玉香菜子（2002）「中国社会主義市場経済下におけるモンゴル族牧畜民の社会経済的動態中国内モンゴル中
部の季節移動型牧畜民家族から」『沙漠研究』131，pp.6980
小長谷有紀（2004）「中国内蒙古自治区アラシャン盟エチナ旗における自然資源の利用」『オアシス地域研究会報』
41，pp.16
愛知大学現代中国会 編（2004）『中国21』Vol.18風媒社
児玉香菜子（2004）「黒河下流域の調査報告自然社会環境変動下における現代牧畜民の適応戦略」『オアシス
研究会報』41，pp.73109
NHK「新シルクロード」プロジェクト（2005）『NHKスペシャル新シルクロード4』NHK出版
シンジルト（2005）「中国西部辺境と『生態移民』」 小長谷有紀シンジルト中尾正義 編『中国の環境政策生
態移民』昭和堂 pp.132
児玉香菜子（2005）「『生態移民』による地下水源の危機」 小長谷有紀シンジルト中尾正義 編『中国の環境
政策生態移民』昭和堂 pp.5676
児玉香菜子（2007）「エゼネの五〇年」 中尾正義フフバートル小長谷有紀 編『中国辺境地域の50年黒河
流域の人びとから見た現代』東方書店 pp.159182
フフバートル（2007a）「中国の社会主義建設と『西部』の環境」 中尾正義フフバートル小長谷有紀 編
『中国辺境地域の50年黒河流域の人びとから見た現代史』東方書店 pp.316
フフバートル（2007b）「現代中国史にみるエズネーの水と牧畜業地下水依存牧畜業の始まり，1957～65を中
心に」 井上充幸加藤雄三森谷一樹編『オアシス地域史論叢黒河流域2000年の点描』松香堂 pp.225
242
内田涼子（2007）「中国の西部大開発における生態移民政策内モンゴル自治区エズネー旗の事例を中心に」
昭和女子大学人間文化学部歴史文化学科 平成18年度卒業論文
謝辞聞き取り調査にご協力くださったエズネー旅行会社のナサンさん，遊牧民の家にご案内いただき電話での質問にもお
答えくださったナレンチメグさん，快く調査を受け入れてくださったエズネー旗の皆様や現地の方々，そして研究のアドバイ
スをくださった先生方に厚く御礼申し上げます。
（フフバートル 現代教養学科）
（おおの ゆきこ 平成19年度歴史文化学科卒業生）
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